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（学位論文のタイトル） 
The impact of the foot contact position and cutting angle during cutting on the 





















性 7 名(年齢:24.3±1.7 歳、身長:172.0±6.1cm、体重:61.6±5.6kg、サッカー競技歴:9.9±1.6
年)とした。課題動作はカッティングとし、2 つの足部接地位置と 2 つのカッティング角度
により、計 4 条件(A30:前方接地で 30°カッティング、A60:前方接地で 60°カッティング、
L30:外側接地で 30°カッティング、L60:外側接地で 60°カッティング)を設定した。開始肢
位は両脚立位とし、両脚ジャンプの後、利き脚で速やかに反対方向へカッティングした。
VGRF パラメータは 2 つの床反力計 (MINIAMP MSA-6、AMTI 社) を使用し、サンプリ
ング周波数 1000Hz で測定した。垂直床反力データより、IC から VGRF の 1 つ目の波の
終了時点までを Weight-acceptance(WA)相と定義した。運動学的データは、三次元動作解
析装置(Vicon Nexus1.2、インターリハ株式会社)を使用し、サンプリング周波数 250Hz で
測定した。Plug-in-gait 下肢モデルに基づき、計 15 個の反射マーカー(直径 9.5mm)を貼
付した。 
博士後期課程用 
Plug-in-gait Model software of Vicon Nexus(version 1.7.1)を使用し、VGRF パラメー
タおよび運動学的データを算出した。VGRF パラメータは pVGRF、time to pVGRF、 
loading rate とした。pVGRF は WA 相における垂直床反力の最大値とし、体重で除して正







着地時の衝撃吸収能を表す loading rate は外側接地において、またカッティング角度が
大きいと増加する傾向がみられ、A30 と L60 の間で有意差がみられた。運動学的データで
は、膝関節屈曲角度は外側接地において、またカッティング角度が大きいと減少する傾向
がみられ、A30、A60 と L60 の間で有意差がみられた。膝関節は着地時の衝撃吸収におい
て主要な役割を担っており、足部外側接地とカッティング角度の増加は膝関節屈曲角度を












カッティング時間は、カッティング角度に関わらず、足部を外側に接地すると time to 
pVGRF と WA time が短縮する傾向にあった。それとは対照的に total time は延長し、A60
と L60 の間で有意差がみられた。膝関節屈曲角度が減少した足部外側接地では time to 






盤前傾角度を減少させ、loading rate を増加させることで、ACL 損傷リスクを高めると考
えられる。そのような状況下では、身体全体をカッティング方向へ傾けることで、足部前
方接地での大きな方向転換が可能となり、ACL 損傷リスクを軽減する可能性があると考え
られる。 
